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Recently, much attention has begun to be Paid to ocean develoPment・ For
accomplishing a project in such development, reinforced concrete structures
will Pay important part in construction just as on land, but it must be ascer―
tained that theSe StructureS meet this purpOse of ocean development and will
sufficiently demonstrate their functions,  In this test, following factors are
selected to investigate experimentally the electro―che ical mechanism of steel
corrosion which must be examined prior tO active use at inarine environments,
(a)kinds Of steel,(b)kinds Of solutions,(c)cOncentration of NaCl, and
(d)Vヽith and without rust preventional admixture.
This report deals、vith (1)the ettfects of factors mentioned above on steel
corrosion which are tested by the natural electrode potential method and(2)
this method for use in the performance evaluation ott steel corroSion.
1,まえ が き 下する。
近年,海洋への関心が高まり,種々 の海洋構造物の構  木研究は,海洋構造物へのコンクリー トの利用に関す
築が計画されているが,鉄筋コンクリー ト構造は耐久性  る基礎的研究の一環として行なったもので,主として海
・ 造形の容易さ。経済性の観点から,海洋においても主 水中あるいは細骨材中に合まれる塩分が, コンクリー ト
要な構造形態になるものと考えられる。 中の鉄筋の腐食にどのような影響を及ぼすかに注目して
海洋環境下における鉄筋コンクリー ト構造物は海水中  行なったものである。すなわち,鉄筋の腐食における電
の種々の塩による化学作用,風波,潮汐,海流などの海  気化学的なメカニズムを究明するため, コンクリー ト中
象作用,波浪等の機械的作用が相剰した苛酷な条件にお  の鉄筋環境を水酸化カルシウム飽和溶液を用いてモデル
かれることになる。この結果,コンクリー ト部は強度の  化し,海水中に合まれる塩化ナトリウムを海砂使用時の
低下・中性化・ひびわれ・剣離などの現象が現われ,内  砂量に対する濃度に置き換えて試験を行なった。試験方
部鉄筋の発錆・腐食を防護する効果が低下することにな  法としては, 自然電極電位法・定電位分極法・定電流分
る。鉄筋に腐食が進行すると,鉄筋断面積の縮小・鉄筋  極法・抵抗分極法・電気抵抗の変化を測定する方法など
強度の低下などによって,部材としての耐力が著しく低  があるが,ここでは自然電極電位法を採用した。













































































??H20+ -02+ 2e~―→ 2(OH)~(2-3)












































































































rl   FO   F2
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1 Mllの一般構造用圧延鋼材 SS 41のみがき棒鋼 (Sw)と
黒皮付き棒鋼 (SB)およびコンクリー ト用再生鉄 筋
SR 24(SR)の3種類である。
??
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ili)混和剤  防錆剤の有無
iV)PH tt  PH値が腐食に及ほす影響を検討する
ため,強アルカリ性の水酸化カルシウム飽和溶液 (Ca)
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2 Hg(1)+2 Cl一Hg2 C12(S)+2e
(3-2)
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吼 :Mean initial electrodc Potential
恥烈:Mean eJectrodc Potential at the parallel Part of N.E.P.～T curve
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Table Ⅳ CorrOSiOa rate mdd (mg/dm2/daの
-600    -400    -200     0
ypαt (mv vs scE)
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Before immersion l      After immersion
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コンクリー ト打設直後の PH値は 12.8～13.0),海水
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